
                           
  

   

 

 

 

 

 

第２０回卒業証書授与式 
 

おかげ様をもちまして、豊岡市立但東中学校第２０回

卒業証書授与式を、３月 11 日に開催することができ

ました。 

当日は美しい青空の好天にも恵まれ、清々しい気持

ちで卒業式を執り行うことができました。大変ありが

たいことに、３年生の欠席は 1 人もなく、30 名全員が

そろっての卒業式となりました。 
 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     学校だより 

       

     【 学校教育目標 ： ふるさとの未来を創る 自分をつくる 但東の子 】 

令和 6 年 3 月 22 日 

豊岡市立但東中学校 

3 月号 

〇卒業式の式辞にて（一部抜粋） 
 

私から卒業生の皆さんに、大切にしてほしい三つの言葉をお話ししたいと思います。 

一つめは、「才能」です。 

才能というと、それ自体が何か特別な力のように感じるかもしれませんが、決してそ

うではありません。自分が自分らしくあること、そしてそれを大切にすることそのもの

が、かけがえのない特別な力となるのです。自分が自分らしく生きた証を見て、人はそ

れを「才能」と呼ぶのです。 

自分は自分の主人公。この世界にたった一つしかない自分の才能を大切にし、自分ら

しく人生を歩んでください。 

二つめは、「信じる心」です。 

何が真実で何が真実でないのか、わかりにくい時代です。しかし、いたずらに疑心暗

鬼になってはいけません。仮に、誰かが間違った行いをしたとしても、たとえ自分自身

が過ちを犯したとしても、決して、相手や自分自身を否定したり、見はなしたりしない

「信じる心」を持ち続けてほしいと思います。この「信じる心」は、互いに分かち合う

ほど豊かになり、やがてそれは、自分自身が数多くの仲間たちと結ばれた「かけがえの

ない存在である」ということに気付かせてくれるはずです。 

全てを生かし、生かされ、喜び、感謝する人生を歩んでください。 

そして三つめは、「希望」です。 

青葉萌えゆる但東の みつばつつじの若草は 希望と影を織りまぜる  

今 それぞれの心が 翔け上がる 天高く 

これは、皆さんもよくご存じの「但東中学校校歌」の一番の歌詞です。「みつばつつじ

の若草」とは、皆さんのことを表しています。このみつばつつじの葉には、明るい陽の

光だけでなく、時には暗い雨が当たる日もあります。けれど、暗い雨の日でも、どんな

ときも、心に「希望」という名の太陽を昇らせれば、世界は再び輝き始めるはずです。 

晴れの日も、雨の日も、人生は素晴らしい。どうか、希望も影も織りまぜて、天高く

翔け上がることのできる、心の翼を広げてください。 



校則の見直しについて（お知らせとお願い） 

 

現在、但東中学校では生徒会と一緒に「校則（生活の心得）」の

見直しを計画・推進しています。本来生徒一人ひとりの生活、身なりや髪型、持

ち物等は、生徒自身や各家庭の判断で決定すべきものであり、他者から意味なく

規制・制限されるものではありません。それにも関わらず「校則」が存在してい

るのは、校則が「生徒のより健全な情操力の育成に寄与する」と判断しているか

らです。  

そしてもう 1 つ校則とは別に、「生徒の犯罪被害・非違行為の未然防止」とい

った、生徒を守る「生徒指導」の観点から、様々な活動を規制・制限しています。

例えば、金品の貸し借り、ゲームセンターやカラオケボックス等への出入り、友

人宅への外泊、化粧や髪の染色・パーマ、スマホの使用制限等々が、広義の意味

でそれにあたります。  

これらの「校則」や「生徒指導」による規制・制限は、学校が独自に決定して

一方的に依頼をしているわけではなく、実際は地域や各家庭、PTA 等からの要請

や相互連携による協議を経て、学校が代表として各家庭や地域にはたらきかけて

いるという経緯があります。  

しかし校則や生徒指導の本来の目的や理念を見失い、個別の配慮や特別な支援

が必要な生徒をも一律に規制してしまうと、生徒の主体性を損なわせるだけでな

く、生徒の心を傷つけ、さらには人権の侵害にもつながりかねません。よって、

校則や生徒指導の運用とあり方については、時代の移り変わりや生徒の実態、社

会的事象に即して柔軟に対応し、定期的に検討や見直しの機会を設ける必要があ

ると考えています。  

ただし、上記のとおり、校則は生徒指導とも密接に関わっているため、内容に

よっては生徒会だけでなく、地域や各家庭、PTA とも連携・協議していくことが

必要です。その際には、地域の皆様、保護者、PTA の皆様のご理解とご協力をい

ただかなければなりません。詳細や状況については、随時発信してまいります。

どうかよろしくお願いいたします。  

 

部活動指導員について（お願い） 

 

現在、学校の部活動の地域移行を、国や地方自治体が主導して推進しています。

しかし、実際には部活動を指導する人材の不足から、なかなかうまく進んでいな

いのが現状です。地域の皆様の中で、但東中学校の部活動の指導を担ってくださ

る方はいませんでしょうか?   

興味の・関心のある方はぜひ但東中学校（TEL:54-1155）までご連絡くださ

い。情報提供もよろしくお願いいたします。自薦・他薦を問いません。詳細は豊

岡市のホームページにも要綱が添付されています。ぜひご覧ください。  

 

<豊岡市ホームページの「部活動指導員人材バンク登録」のアドレス > 

https://www.city.toyooka.lg.jp/kurashi/kyoikugakko/shochugakko/1028797.html  


